
毎
号

と
じ

こ
ん

で
く
だ
さ
い
。

き
っ

と
お

役

に
立
ち

ま
す
。
 

人口と世帯 前月比 

(10月31日現在 住民基本台帳） 
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計
 世
帯
数
 

1
6
.
5
3
8
 

「
「
1
1
 

(b

ワ
〕
8

に
J
 

1
<
b

[I
 
Q
J
 

男
 
2
3
,
6

工1
 
(
 
4
)
 

女
 
2
6
,
2
6
3
 

（
一

3
)
 

計
 
4
9
,
8
7
4
 

（
一

7
)
 

1

〔j

4

（×
〕
 

シンボルマーク 

／クダβへの子とるたち 

Mっ、いた, 
イワナの、つかみどり大会に、どっと集まっ

た、およそ100人の子供達。冷たい水もなんのそ

の。イワナや、ニジマスを追ってバシャ、バシ

ャ。頭から水をかぶっても、みんな元気いっぱ 

L'0 

大漁の子は、十数匹もとり、意気揚々でした。 

（岩木川河川まつりとコスモスまつり会場） 
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/ 明日への子どもたち /

あっ、いたP

イワナの、つかみどり大会に、 どっと集まっ

た、およそ100人の子供達。冷Tこいオくもなんのそ

の。イワナや、ニジマスを追ってパシヤ、パシ

ヤ。頭力、ら水をかぶっても、みんな元気いっぱ

し、。

大漁の子は、十数匹もとり 、意気揚々でした。

(岩木川河川まつりとコスモスまつり会場)

11~15 
人口と世 帯

前月比
男 23，611 ¥ (-4) 
女 26，263 ，¥ (-3) 
計 49 ， 874 ・i (-7) 
世帯数 16，538 (-14) 

(10月31日現在住民基本台帳)No.771 
発行五所川原市役所 /編集企画調整課〒037五所川原市字岩木町12番地 雷(代)35-2111番

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。



小
田

桐
勝

三
郎
氏
（
七
十
六歳
）
 

ト
 

市
内
下
平
井
町
九
三
 

永
年
に
わた
り
、
教
育
一
筋
に
情
熱
を
注
ぎ
、
子
弟
の
教育

と
後
進
の
指導
に
あ
た
り
、
教
育
の
振
興
発展
に
努
め
る
と
と

も
に
、
謡
曲
の
道
に
励
み
、
五
所
川
原
宝
生
会
会
長
と
し
て
市

の
伝
統
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
教
さ
ん
 

敦

賀

喜
久

蔵
氏
（
七
十
一
歳
）
 

市
内
鎌
谷
町
六
＋
四
ー
十
七
 

若
く
し
て
俳
句
の
道
を歩
み
津
軽
の
風
土
に根
ざ
し
た
多
く

の
優
秀
な
作
品
を創
作
さ
れ
る
と
と
も
に
、市
文
化
振
興
会
議

会
長
と
し
て
、
文
化
活
動
の
指
導
に
あ
た
り
、俳
壇
の
隆
盛
と

文
化
の
振
興
発展
に
貢
献
さ
れま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
麗子
さ
ん
 

市文化褒賞 

地
域
の
発
展
に
貢
献
 

平
成
四
年
度
肺
文
靴
褒
損
表
彰
式
 

一、一
万
P

メJ
月

市
 

褒
 
尚
貝
「
ョ
ゴ
与
ー
ユ
 

り
】
 

文
化
の
日
の
十
一月
三
日
、受
賞
者
を
は
じ
め
、
佐
々
木
市
長
、褒
賞
推
薦

委
員
、
来
賓
な
ど
、
百
人
が
出
席
し
て
、
平
成
四
年
度
市
文
化褒
賞
、
市
褒
賞

及
び
内
助
功
労
章
の
表
彰
式
が
行わ
れ
ま
し
た
。
 

芸
術
、
学
術
、
教
育
等
の
振
興
発
展
に
功
績
の
あ
った
市
文
化
褒
賞
受
賞
者

は
二
人
、
産
業
経
済
、
社
会
奉
仕
、
市
政
発
展
等
に
功
績
の
あ
った
市
褒
賞
受

賞
者
は
三
人
、
内
助
功
労
章
受
賞
者
は四
人
と
、
第
一
干
一
回
目
を迎
え
た
今

年
は
、
九
人
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
、「受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
共
に
、後
に
続
く
方
々
に
、
 

大
き
な
勇
気
と
励
ま
し
を
与
え
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

受
賞
者
を代
表
し
て
、
川
口
亀
十
郎
さ
ん
は
、
「栄
誉
あ
る
賞
を
項
き
、
「」
 

れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
達
と
共
に
、
伝
統
文
化
を
守
っ
て
い
き
た
い」
と
お
礼

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
 

療
w
 

文
化
の
日
の
十
一
月
三
日
、
受
賞
者
を
は
じ
め
、
佐
々
木
市
長
、
褒
賞
推
薦

委
員
、
来
賓
な
ど
、
百
人
が
出
席
し
て
、
平
成
四
年
度
市
文
化
褒
賞
、

市
褒
賞

及
び
内
助
功
労
章
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸
術
、
学
術
、
教
育
等
の
振
興
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
市
文
化
褒
賞
受
賞
者

は
二
人
、
産
業
経
済
、
社
会
奉
仕
、
市
政
発
展
等
に
功
績
の
あ

っ
た
市
褒
賞
受

賞
者
は
三
人
、
内
助
功
労
章
受
賞
者
は
四
人
と
、
第
二
十

一
回
目
を
迎
え
た
今

年
は
、
九
人
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
、
「
受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
共
に
、
後
に
続
く
方
々
に
、

大
き
な
勇
気
と
励
ま
し
を
与
え
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
川
口
亀
十
郎
さ
ん
は
、
「
栄
誉
あ
る
賞
を
項
き
、
こ

れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
達
と
共
に
、
伝
統
文
化
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
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賞市文化褒

小

田

桐

勝

三

郎

氏

(
七
十
六
歳
)

市
内
下
平
井
町
九
三

永
年
に
わ
た
り
、
教
育

一
筋
に
情
熱
を
注
ぎ
、
子
弟
の
教
育

と
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、
教
育
の
振
興
発
展
に
努
め
る
と
と

も
に
、
謡
曲
の
道
に
励
み
、
五
所
川
原
宝
生
会
会
長
と
し
て
市

の
伝
統
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

教
さ
ん

敦

賀

喜

久

蔵

氏

(
七
十
一
歳
)

市
内
鎌
谷
町
六
十
四
十
七

若
く
し
て
俳
句
の
道
を
歩
み
津
軽
の
風
土
に
根
ざ
し
た
多
く

の
優
秀
な
作
品
を
創
作
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
文
化
振
興
会
議

会
長
と
し
て
、
文
化
活
動
の
指
導
に
あ
た
り
、
俳
壇
の
隆
盛
と

文
化
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

魔
子
さ
ん
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賞 市 	褒 

一
 

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

『【
H
「
 
ノ
 

市
内
漆

川
字
清

水
流
」
干
三
ー

一
一
 

ゲ
 
」
、
 

長
と
し
て
、
市
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、漆
川
獅
  

．
 、
 
『
 

子
舞
保
存
会
会
長
と
し
て
、
獅
子
舞
の
保
存
、
後
継
者
の
育
成
 

一
【
 
吉
村
嘉
右
衛
門
氏
（
八士
1歳
）
 

 

ザ
 

ぐ
 
永
年
に
わ

た
り
、
行
政
連
絡
員
、
漆
川
納
税
貯
蓄
組
合
組
合
 

内
助
功
労
章
 
コ
ト
さ
ん
 

た
。
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・
全

母

3連
合
n
I
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c
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婦
人
会
副
会
長
と
し
て
、
婦
人
の
地
位
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
  

【

、
パ‘
 
全
で

快
適
な
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、市
襲
口
 

巨
区
 
厚
胃
 1示
 
「
エJ
一
 
（
七十
一
歳
）
 
 

国
嘱
週J

  

尽:
J
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t
'
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ホ

H
大
み
」
ン」
り
印
工
ハ
ー
九
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・

『一

聾
り
、
』
」
」舞
噺
川
原
市
総
〈
晶
発
計
画
」
策定
に
大き
く

川
口

亀
十

郎

氏
（
七
十
九歳
）
 

 

内
助
功
労
章
 
カ
ョ
さ
ん
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戸品fI

員褒市

川
口
亀
十
郎
氏
(七十
九歳
)

市
内
み
ど
り
町
六
|
九
一

五
所
川
原
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
、
地
域
経
済
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
総
合
開
発
審
議
会
会
長
と
し
て
、

「二
十

一
世
紀
五
所
川
原
市
総
合
開
発
計
画
」
策
定
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

カ
ヨ
さ
ん

長

j宰

子
氏
(
七
十

十尽
市
内
小
曲
字
板
橋
十

市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
会
長
と
し
で
、
事
故
の
無
い
安

全
で
快
適
な
地
域
守
つ
く
り
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
連
合

婦
人
会
副
会
長
と
し
て
、
婦
人
の
地
位
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。

吉
村
嘉
右
衛
門
氏
(
八
十

市
内
漆
川
字
清
水
流
三
+
三

ー

永
年
に
わ
た
り
、
行
政
連
絡
員
、
漆
川
納
税
貯
蓄
組
合
組
合

長
と
し
て
、
市
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
漆
川
獅

子
舞
保
存
会
会
長
と
し
て
、
獅
子
舞
の
保
存
、
後
継
者
の
育
成

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

内
助
功
労
章

コ
ト
さ
ん

一歳
)

歳

3 



'4
ュ
 

大
空
へ
夢
が

舞

う
 

真
青
な
秋
の
空
に
、
赤
、
青
、
黄
、
と
、
色
鮮
ゃ
かに
浮
ん
だ
一
一

十
一
機
の
熟
気
球
。
北
は
北
海
道
、南
は
九
州
か
ら
、
は
る
ば
る
津

軽
の
空
に
魅
せ
ら
れた
約
八
十
人
の
選
手
達
。
 

「岩
木
山
と
、
岩
木
川
と
、
広
大
な
津
軽平
野
は
、ま
さ
に
日
本

一
。素
晴
ら
しか
っ
た
ノ
」
と
選
手達
は
、
 一
様
に
感
嘆
の
こと
ば

で
し
た
。
 

順
位
は
次
のと
お
り
で
す
。
 

第
一
位
 
佐
賀
県「
さ
ぎ
ん
バ
ル
ー
ン
ク
ラ
ブ
 
「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ

ー
 

号
」
永
田
勝
美
 

第
ニ
位
 
墓
界
都
H
ェ
ア
ロ
ノ
ー
ツ
B

・
c

「ゴ
ロ
号
」
市
吉
三
郎

第
三
位
 
愛
知
県
H
ウ
ィ
ン
ド
エ
ン
ジ
ェル
B

・
T
 「ウ
ィ
ン
ド
エ

ン
ジ
ェ
ル
号
」
遠
藤
護
 

わ
が
、
五
所
川
原
消
防署
飛
行
隊
「
ね
ぶ
た
号
」
高
橋
一
人
は
十

位
、
「む
し
号
」
渋
谷
武
は
十
二
位
で
し
た
。
 

加ず総 I0 

どこまでも、どこまでも、コスモス。 

大

-;tt; 
勿.，'

， 
ワ

舞

カミ

必
t 

J、

v 

真
青
な
秋
の
空
に
、
赤
、
育
、
黄
、
と
、
色
鮮
や
か
に
浮
ん
だ
二

十

一
機
の
熟
気
球
。
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
か
ら
、
は
る
ば
る
樟

軽
の
空
に
魅
せ
ら
れ
た
約
八
十
人
の
選
手
達
。

「
岩
木
山
と
、
岩
木
川
と
、
広
大
な
津
軽
平
野
は
、
ま
さ
に
日
本

一
。
素
晴
ら
じ
か

っ
た
/
」
と
選
手
逮
は
、

一
様
に
感
嘆
の
こ
と
ば

で
し
た
。

佐
賀
県
H
さ
ぎ
ん
バ
ル
ー
ン
ク
ラ
ブ
「
ト
ム
と
ジ
エ

リ
ー

号
」
永
田
勝
美

東
京
都
H
エ
ア
ロ
ノ

l
ツ
B
・
C
「
ゴ
ロ
号
」
市
吉
三
郎

愛
知
県
H
ウ
イ
ン
ド
エ
ン
ジ
ェ
ル

B
・
T

「
ウ
イ
ン
ド
エ

ン
ジ
ェ
ル
号
」
遠
藤
護

わ
が
、
五
所
川
原
消
防
署
飛
行
隊
「
ね
ぷ
た
号
」
高
橋

一
人
は
十

位
、
「
む
し
号
」
渋
谷
武
は
十
二
位
で
し
た
。

第
二
位

第
三
位

どこまでも、どこまでも、コスモス。



大人のへつちよ、こどものへつちよ 

「へつちよ踊りコンテスト」と「福引き J の、人、人、人。 

岩
木
川
河
川
ま
つ
り
と
 

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
 

清水麗米 

ごと討ミ言るのおにぎり無料配布 

「知
ろ
う
、
ふ
れ
よ
う
、
母
な
る
川
の
豊
か
な恵
み
」
 

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
、十
月
ニ
＋
五
日
の
河
川ま
つ

り
と
コ
ス
モ
スま
つ
り
は
、
熱
気
球
大
会
も
開
催
さ
れ
、
 

天
気
も
上
々
と
あ
って
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
、
大
ぜ
い
の

市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

薪
祭
休
 

ス
モ
スJ
【
‘．
 

、さ
な
組
切
運
 

釣
っ
た
ヤ
マ
メ
は

即
、
炭
火
焼
き
 

霧
輪
抄
グ
 

ち
び
 っ

こ
塔
乗
体
験
 

おへに乞認 .- 

「お
茶
を
ど
う
ぞ
」
 

践
鯵

氏
立
協
 

一
 

大人のへっちょ、こどものへっちょ

rへっちょ踊りコンテストJ とr福引き」の、人、人、人。

.~ j尽川

立μ1
切'it'-
i乏

「お
茶
を
ど
う
ぞ
L

清水麗米

三て則正常るのおにぎり無料配布

「ワ
ア
、
高

い

/
-

ス
力
イ
ワ

l力
l

古
ひ
っ
こ
壇
粟
体
験

「知
ろ
う
、
ふ
れ
よ
う
、
母
な
る
川
の
豊
か
な
恵
み
」

を
テ
l
マ
に
開
催
さ
れ
た
、
十
月
二
十
五
日
の
河
川
ま
つ

り
と
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
は
、
熱
気
球
大
会
も
開
催
さ
れ
、

天
気
も
上
々
と
あ
っ
て
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
、
大
ぜ
い
の

市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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築
会
氏
主
協
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「地
域
の
人
と
仲
よ
く
生
き
が

い
の
ある
生
活
を
目
ざし
た
い
」
 

と
、
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

田
辺
洋
三
さ
ん
。
 

人
生
を

共
に
歩
い

て
五
十
年
 

彪
犠

廓
熱彫
金
婚式
一
 

快適な生活環境 

農村総合整備モテル事業~ 

藻川地区農業集落排水 

処理施設落成 

十
月
二
十
一日
、
市
中
央
公

民
館
で
、平
成
四
年度
の
市
合

同
金
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
十
七
年
結
婚

以
来
、
相
助
け
合
っ
て
共
に
人

生
を
歩
い
て
来
ら
れ
た
二
十
一

組
の
ご
夫
婦
を
顕
彰
し
た
も
の
 
 

で
す
。
 

佐
々
木
市
長は
、
 

「五
十
年
、
と
い
う
永
い
歳

月
、
お
二
人
は
力
を
合
わ
せ
て

風
雪
を
耐
え
ぬ
き
、
め
で
た
く

金
婚
式
を
迎
え
ら
れま
し
た
。
 

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
お
互
 
 

い
助
け
合
い
、
楽
し
い
日
々
を

送
っ
て
下
さ
いま
す
よ
う
にー
。」
 

と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。
 

顕
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は

次
の
と
おり
で
す
。
（敬
称
略
）
 

石
川
正
司
・
たま
（
布
屋
町
）
、
 

尾
崎
正
雄
・
光枝

（
田
町
）
、
葛

西
勝
之
助
・
と
よ

（
元
町）
、菊

地
健
次
郎
・
キヌ
（
新
宮
町
）
、
 

気
田
勝
治
・
カ
シェ
（
上平
井

町
）
、高
橋
国
治
・
コ
ウ
（
上平

井
町
）
、寺
田
清
・
かよ

（
鎌谷

町
）
、鍋
田
常
蔵
・
み
せ
（鳥
森
）
、
 

三
上
徳
蔵
・イ
チ
（
松島
町
）
、
 

工
藤
甚
一
郎
・
キ
ミ
（
金山
）
、
 

中
山
八
郎
・
キ
ミ
エ

（吹
畑
）
、
 

野
呂
千
代
作
・
ト
コ
（
金山
）
、
 

山
内
粕
蔵
・
ハ
ツ
（
一
野坪
）
、
 

菊
池
長
一
郎
・
キ
ク
エ
（
稲実
）
、
 

大
久
保
享
一
・
ヤ
サ
（
飯
詰）
、
 

田
遷
洋
一
・
み
よ
（下
岩
崎
）
、
 

中
谷
庄
左
衛
門
・
き
よ
い
（
飯

詰
）
、福
士
操

・
セ
ツ
（
飯
詰）
、
 

前
田
利
男
‘
ちや

（
飯
詰
）
、
斎

藤
貞
蔵
・
ィ
ト

（
羽
野木
沢
）
、
 

福
士
時
雄
・
く
に

（
高
野）
 

こ
の
ほ
ど
、藻
川
地
区
の
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
が完
成

し
、
工
事
関
係
者
及
び
来
賓
が

参
列
し
て
、
通
水
式
が行
わ
れ

ま
し
た
。
 

市
で
は
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
の
一
環
と
し
て
、
農

村
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業
を

推
し
進
め
て
いた
も
の
で
、梅

田
地
区
の
排
水
施
設
に続
い
て
、
 

二
番
目
の完
成
と
な
り
ま
す
。
 

処
理
対
象
は
、藻
川
地
区
の
生

活
排
水
（
し尿
・
台
所
等
の
、
 

雑
排
水
）
で
、対
象
戸
数
は
、一
一

百
七
十
六戸
と
な
って
い
ま
す
。
 
 

佐
々
木
市
長
は
、
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「豊
か
で
快
適
な
生
活
の
た

め
に
は
、
生
活
の
環
境
基
盤
の

整
備
が
最
も
大
切
な
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

品
質
の
良
い
農
作物
を
守
る

た
め
に
も
、農
村
地
区
の
生
活

排
水
の
処理
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
も
、積
極
的
に
推
し
進
め

て
参
り
ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

施
設
裏
の
公
園
内
を
、
 

き
れ
い
な
せ
せ
ら
ぎ
と

な
っ
て
流
れ
る
排
水
 

【
 

⑧
 

十
月
二
十

一
日
、
市
中
央
公

民
館
で
、
平
成
四
年
度
の
市
合

同
金
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
十
七
年
結
婚

以
来
、
相
助
け
合
っ
て
共
に
人

生
を
歩
い
て
来
ら
れ
た
こ
十

一

組
の
ご
失
附
を
顕
彰
し
た
も
の

で
す
。

佐
々
木
市
長
は
、

「五
卜
年
、
と
い
う
、
永
い
麓

月
、
お
二
人
は
力
を
合
わ
せ
て

風
雪
を
耐
え
ぬ
き
、
め
で
た
く

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
お
互

「地
域
の
人
と
仲
よ
く
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
買
さ
し
た
い
」

と
、
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

田
辺
洋
三
さ
ん
。

い
助
け
合
い
、
楽
し
い
日
々
を

送
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
|。」

と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

顕
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

石
川
正
司

・
た
ま
(布
屋
町
)、

尾
崎
正
雄

・
光
枝

(田
町
)、
葛

西
勝
之
助

・
と
よ

(元
町
可
菊

地
健
次
郎
・

キ
ヌ

(新
宮
町
)、

気
回
勝
治

・
カ
シ
ヱ

(上
平
井

町
)、
高
橋
国
治

・
コ
ウ

(上
平

井
町
)、
寺
田
清

・
か
よ

(鎌
谷

町
)、
鍋
田
常
識
・

み
せ
(烏
森
)、

三
上
徳
蔵

・
イ
チ

(松
島
町
)、

工
藤
甚

一
郎
・

キ
ミ

(金
山
)、

中
山
八
郎
・

キ
ミ
ヱ
(
吹
畑
)、

野
呂
千
代
作

・
ト
コ
(
金
山
)、

山
内
粕
戴
・

ハ
ツ

(一

野
坪)、

菊
池
長

一
郎
・

キ
ク
エ

(稲
実
)
、

大
久
保
享

一
・
ヤ
サ

(飯
詰
)、

田
透
洋

一
・
み
よ

(下
岩
崎
)、

中
谷
庄
左
衛
門
・

き
よ
い

(飯

詰
)、
福
士
操

・
セ
ツ

(飯
詰
)、

前
田
利
男

・
ち
ゃ

(飯
詰
)、
競

藤
貞
雄

・
イ
ト

(羽
野
木
沢
)、

福
士
時
雄

・
く
に

(高
野
)

快適な生活環境

|農村総合整備モデル事業 |

藻川地区農業集落排水
処理施設落成

こ
の
ほ
ど
、
藻
川
地
区
の
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
完
成

し
、
工
事
関
係
者
及
び
来
賓
が

参
列
し
て
、
通
水
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
で
は
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
の

一
環
と
し
て
、
農

村
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業
を

推
し
進
め
て
い
た
も
の
で
、
梅

田
地
区
の
排
水
施
設
に
続
い
て
、

二
番
目
の
完
成
と
な
り
ま
す。

処
理
対
象
は
、
藻
川
地
区
の
生

活
排
水

(
し
尿

・
台
所
等
の
、

雑
排
水
)で
、
対
象
戸
数
は
、

二

百
七
十
六
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
市
長
は
、

「
豊
か
で
快
適
な
生
活
の
た

め
に
は
、
生
活
の
環
境
基
盤
の

整
備
が
最
も
大
切
な
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

品
質
の
良
い
農
作
物
を
守
る

た
め
に
も
、

農
村
地
区
の
生
活

排
水
の
処
理
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
も
、
積
極
的
に
推
し
進
め

て
参
り
ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

施
設
裏
の
公
園
内
を
、

き
れ
い
な
せ
せ
ら
ぎ
と

な

っ
て
流
れ
る
排
水
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為
一．
 

鉄
橋
の
あ
る
風

景
 

牡
五
所

川
原

青
年
会
議

所
 

葛
 
西
 

茂
さ
ん
 

（
市内
本
町
）
 

誠
画
風
菱
 

私
に
と
っ
て
五
所
川
原
の
風

景
が
、
強
く
印
象
に
残
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、高
校
卒
業
後
の
 

約
八
年
間
五
所
川
原
を
離
れ
、
 

東
京
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
 

て
か
ら
で
し
た
。
都
会
に
は
緑
 

が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
 

そ
れ
ま
で
は
見
慣
れ
た
風
景
で

し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
遠
く

離
れ
て
み
る
と
な
ぜ
か
非
常
に

懐
し
く
思
え
、
岩
木
川
の
土
手

か
ら
見
え
る
岩
木
山
や
乾
橋
の

見
え
る
風
景
、
そ
し
て
特
に
北

斗
グ
ラ
ン
ド
の
土
手
か
ら
の
五

能
線
の
鉄
橋
を
見
渡
す
風
景
が

自
然
と
心
に
浮
か
ん
で
き
た
も

の
で
す
。
汽
車
が
鉄
橋
を
渡
る

と
こ
ろ
な
ど
は
、
何
と
も
の
ど

か
で
と
て
も
風
景
に
と
け
込
ん

で
い
て
大
変
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
東
京
か
ら
再
び
五
所
川
原

に
帰
っ
て
き
た
頃
に
は
、
よ
く

こ
の
風
景
を
な
が
め
に
土
手
ま

で
散
歩
に
出
か
け
た
も
の
で
す
。
 

そ
し
て
今
で
も
時
々
天
気
の
い

い
日
に
は

、
散歩
に
出
か
け
こ

の
風
景
を
楽
し
む
と
同
様
に
、
 

昔
を
懐
し
く
思
い
出
し
て
い
ま

す
。
 

五
所
川
原
女
性
俳
句
会

表
札
に
嫁
の
名
加
へ
小
鳥
来
る
 

成
田
 
市
子
 

秋
の
雨
一
人
住
ひ
の
ひ
と
り
言
 

野
村
 
と
し
 

稲
雀
子
等
に
ふ
え
た
る
休
校
日
 

斎
藤
今
日
子
 

離
れ
住
む
子
ら
を
心
に
銀
河
濃

し
 

長
沢
 
幸
子
 

老
い
て
な
お
母
恋
ふ
日
あ
り
萩

の
花
 

対
馬
 
障
子
 

実
は
ま
な
す
歌
碑
を
け
む
ら
す

朝
の
雨
 

高
松
 

栄
 

木
の
洞
に
宿
る
神
々
タ
焼
す
 

松
宮
 
梗
子
 

タ
焼
や
ー
つ
の悔
を
ポ
ケ
ッ
ト

に
 

斎
藤
 
さ
だ
 

遠
き
日
の
浜
の
砂
あ
と
実
は
ま

な
す
 
小
栗

山
ひ
で
 

実
は
ま
な
す
仏
に
供
へ
海
匂
ふ
 

小
野
 
郁
子
 

句 

俳
 

只
ム
フ
 

『交
通
死
亡
事

故
 

多
発
非
常
警
報

発
令
中

ノ
』
 

自
 
平
成
四
年
十
一
月
五
日
 

至
 
平
成
四
年
十
」
月
十
八
日
 

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、事

故
の
無
い
よ
う
充
分
気
を
つ
け
て
安
全
運
転
を
守
っ
て
ド
さ
 

ー
 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

五
所
川
原
警
察
署
 

市
内
桜
田
の
笠
井
実
氏

（
五

十
五
歳
）
は
、
こ
の
度
、
農
林

水
産
省
構
造
改
善
局
よ
り
要
請

を
受
け
、
国
全
体
で
六
人
と
い

う
「
農
政
審
議
会
企
画
部
第
一

小
委
員
会
第
三
回
会
合
」
 
へ
出

席
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
小
委
員
会
は
、
国
の
農

業
構
造
・
経営
対
策
を
具
体
的

に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

笠
井
さ
ん
は
現
在
、
五
十
町

歩
の
水
稲
と
小
麦
を耕
作
す
る

か
た
わ
ら
、
県
の
農
政
審
議
委

員
、
市
の
農
業
委
員
、
転
作
協

議
会
副
会
長
と
い
う
要
職
に
あ

り
、
市
の
農
業
者
を
代
表
し
て

増
々
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。
 

笠
井
実
氏
 

「農
政
審
議
会
」
へ
出
席
 

（
善
意
の
花
か
ご

）
 

〇
卿
東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
（藤
田
亮
平
所
長
）
 

廿
街
灯
の
自
動
点
滅
器五
十
ケ
 
 

◇
訂
正
と
お
わ
び
 

十
一
月
一
日
号
の
五
ペ
ー
ジ
上

段
右
よ
り
三
行
目
の
津
軽
観
光
と

あ
る
の
は
、
津
鉄
観
光の
誤
り
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。
 

"

'
 

‘2j炉
私
の
風
景

制
五
所
川
原
青
年
会
議
所

葛

西

茂

さ

ん
(
市
内
本
町
)

鉄
橋
の

あ
る
風
景

私
に
と

っ
て
五
所
川
原
の
風

景
が
、
強
く
印
象
に
残
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
高
校
卒
業
後
の

約
八
年
間
五
所
川
原
を
離
れ
、

東
京
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
し
た
。
都
会
に
は
緑

が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

そ
れ
ま
で
は
見
慣
れ
た
風
景
で

し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
遠
く

離
れ
て
み
る
と
な
ぜ
か
非
常
に

懐
し
く
思
え
、
岩
木
川
の
土
手

か
ら
兄
え
る
宕
木
山
や
乾
橋
の

見
え
る
風
景
、
そ
し
て
特
に
北

斗
グ
ラ
ン
ド
の
土
手
か
ら
の
五

能
線
の
鉄
橋
を
見
渡
す
風
景
が

自
然
と
心
に
浮
か
ん
で
き
た
も

の
で
す
。
汽
車
が
鉄
橋
を
渡
る

と
こ
ろ
な
ど
は
、
何
と
も
の
ど

か
で
と
て
も
風
景
に
と
け
込
ん

で
い
て
大
変
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
東
京
か
ら
再
び
五
所
川
原

に
帰
っ
て
き
た
頃
に
は
、
よ
く

こ
の
風
景
を
な
が
め
に
土
手
ま

で
散
歩
に
出
か
け
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
今
で
も
時
々
一
大
気
の
い

い
臼
に
は
、
散
歩
に
出
か
け
こ

の
風
景
を
楽
し
む
と
同
様
に
、

昔
を
懐
し
く
思
い
出
し
て
い
ま

す。

市
内
桜
田
の
笠
井
実
氏

(五

十
五
歳
)
は
、
こ
の
度
、
農
林

水
産
省
構
造
改
善
局
よ
り
要
請

を
受
け
、
回
全
体
で
六
人
と
い

う
「
農
政
審
議
会
企
画
部
第
一

小
委
員
会
第
三
回
会
合
」
へ
出

席
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
小
委
員
会
は
、
国
の
農

業
構
造
・
経
営
対
策
を
具
体
的

に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

笠
井
さ
ん
は
現
在
、
五
十
町

歩
の
水
稲
と
小
麦
を
耕
作
す
る

か
た
わ
ら
、
県
の
農
政
審
議
委

員
、
市
の
農
業
委
員
、
転
作
協

議
会
副
会
長
と
い
う
要
職
に
あ

り
、
市
の
農
業
者
を
代
表
し
て

増
々
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

只
今『交

通
死
亡
事
故

多
発
非
常
警
報
発
令
中
/
」

自
平
路
四
年
十
一
月
五
日

至
平
成
四
年
十
一
月
十
八
日

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
事

故
の
無
い
よ
う
充
分
気
を
つ
け
て
安
全
運
転
を
守
っ
て
ド
さ

善
意
の
花
か
ご 五

所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

五
所
川
原
警
察
署

0
凶
聞
東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
(
藤
田
亮
平
所
長
)

ー
街
灯
の
自
動
点
滅
器
五
十
ケ

明
白

国

五
所
川
原
女
性
俳
句
会

表
札
に
嫁
の
名
加
へ
小
鳥
来
る

成

田

市

子

秋
の
雨
一
人
住
ひ
の
ひ
と
り
言

野

村

と

し

稲
雀
子
等
に
ふ
え
た
る
休
校
日

斎
藤
今
日
子

離
れ
住
む
子
ら
を
心
に
銀
河
濯

し

長

沢

幸

子

老
い
て
な
お
母
恋
ふ
日
あ
り
萩

の

花

対

馬

町

子

木朝実
σコ σコ(j:
洞 主 雨ま
にな
宿す
る 寄大
卒申 石卑

キ公々 高を
宮タ松け
焼む

キ更 す ら
子 栄す

夕
焼
や
一
つ
の
悔
を
ポ
ケ
ッ
ト

に

斎

藤

さ

だ

遠
き
日
の
浜
の
砂
あ
と
実
は
ま

な

す

小

栗

山
ひ
で

実
は
ま
な
す
仏
に
供
へ
海
匂
ふ

小

野

郁

子

。
訂
正
と
お
わ
び

十
一
月
一
日
口
可
の
五
ペ
ー
ジ
上

段
右
よ
り
三
行
自
の
津
軽
微
光
と

あ
る
の
は
、
浄
鉄
観
光
の
談
り
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。
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台
湾
研
修
報
告
 
④
 

「目
ざ
ま
し
い

工
業
開
発
」
 

五
所
川
原
第
一
高
等学
校
「
年
 

白
 
川
 
隼
 

囲
五
所
川
原
青
年
会
議
所
（
天
内
義秋
理
事
長
）主
催
の
「
リ

ス
ト
ラ
ー
G
二
十
一
」
（
五所
川
原
を
再
び
活
力
あ
る
ま
ち
に
）
 

の
大
会
で
第
一
位
と
な
り
、
み
ご
と
、・
台湾
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
手
に
し
た
、
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
が
、無
事
、
 

台
湾
研
修
の
旅
を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
を
、
五

回

（
五
人）
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。
 

今
回
の
台
湾
研
修
旅
行
で
最

も
興
味
を
引
い
た
の
は
台
湾
の

政
策
に
つ
い
て
で
す
。
台
湾
で

は
い
ま
工
業
政
策
に
一
番力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
僕
達
の
行
っ

た
新
竹
市
で
も
市
を
化
学
文
化

城
に
す
る
と
い
う
計
画
があ
り

ま
し
た
。
読
ん
で
字
の
ご
と
く

化
学
工
業
を
発
展
さ
せ
、
文
化

も
大
切
に
し
て
行
く
計
画
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
三
つ
の
大
学
や
数

多
く
の
会
社
、
工
場
な
ど
を
含

ん
で
い
る
「Z
O
N

・s
A
N

・
 

P
A
R
K
」
計
画
を
進
行
中
で

僕
達
も
そ
の
中
の
ー
つ
の
コ
ン

ビ
ュ
ー
タ
ー
工
場
を見
学
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
日
本
の
コ
ン

ビ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
も
使
っ
て
研

究
、
開
発
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
街
に
も
車
が
と
て
も
多

く
日
本
に
比
べ
て
バ
イ
ク
（
ス

ク
ー
タ
ー
）
が
多
い
の
に
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
後
で
聞
い
て

見
る
と
車
や
バ
イ
ク
を
買
う
に

は
と
て
も
重
い
税
金
が
か
か
り

一
台買
う
の
に
二
台
分
の
費
用

が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

そ
し
て
こ
れ
ら
の
重
い
税
金
は

ほ
と
ん
ど
全
部
工
業
開
発
関
係

に
割
り
当
て
ら
れ
、
驚
い
た
こ

と
に
は
こ
れ
だ
け
重
い
税
金
を

払
っ
て
も
日
本
の
よ
う
に老
後
 

の
福
祉
と
な
っ
て
返
っ
て
く
る

こ
と
は
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ

ら
は
台
湾
の
与
党
に
当
た
る
国

民
党
の
政
策
で
工
業
を
基
盤
に

世
界
に
認
め
て
も
ら
う
と
い
う

考
え
で
す
。
し
か
し
こ
れ
で
は

国
民
の
生
活
が
若
し
く
な
る
の

で
も
っ
と
生
活
に
ゆ
と
り
を
持

た
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が

野
党
に
当
た
る
民
主
進
歩
党
で

す
。
野
党
は
全
部
で
六
十
七
あ

り
、
国
民
党
と
民
主
進
歩
党
は

台
湾
の
ニ
大
政
党
で
す
。
 こ
れ

ら
の
政
策
は
本
当
に
両
極
端
な

考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
両
方

の
考
え
方
が
調
和
で
き
な
い
の

は
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。
ど
の
政
策
が
国
民
の
た

め
に
な
る
か
答
え
の
出
る
の
は

こ
れ
か
ら
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
国
民
党
の
政
策
は
こ
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
手
に

と
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
し
た
。
 

台
湾
の
工
業
は
こ
れ
から
ど

ん
ど
ん
進
歩
し
て
世
界
に
追
い

つ
い
て
行
く
こ
と
だ
ろ
う
。そ

し
て
台
湾
は
多
く
の
問
題
が
あ

る
複
雑
な
状
況
の
中
で
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
発
展
し
て
行
く

国
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 

今
回
の
旅
行
は
本
当
に
勉
強

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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ス ト伊藤みどりさん出演～麟難，無え＊一 

4. 入場料金（市体育協会では、 S及びA席券

のみ取扱いますJ 

※全席ブロック指定とする 

5. 前売券取扱先 

市教育委員会社会教育課内 

市体育協会事務局（廿35-21 11 内線248番） 

区 	分 前売券 当日券 席 数 

S 席券（メイン席） 5,000円 5,500円 2,200席 

A 席券（サイ ド席） 3,000円 3,500円 700席 

B席券（ 2 階席） 2,000円 2,500円 800席 

青森公演開催 
一×：ジミミ藻鷲麟舞 ～オリ ンヒッ ク銀メ ダ lJ 

世界トップレベルのすばらしいスケ ターが

所属する PRINCE ICE WORLDチームを招き、 

r'92アイスショー青森公演」 が次のとおり開催

されます。 なお、市体育協会では、チケッ トを

取り扱っておりますのでご利用下さい。 

1 ．開催期日 平成 4 年12月26日（土）~27日（日） 

2 ．開催場所 青森県営スケート場 

3 日 程 

12月26日（土） 12月27日（日） 

第1回 第 2 回 第 1回 第 2 回 

開場 12時30分 16時30分 11時00分 15時00分 

開演 13時30分 17時30分 12時00分 16時00分 

アイスショ 

。
J
 

アイヌショ 円青森公演開催
ぷ~き宗宗摂於~宗摂摂摂?言雪摂摂1き実号:.;:努業烹ザ1) . 7手手;;手子;;子;)匂均努売先銀説......~~.芝汐宗実符;戸布於1鰐傍翌烹:藤みど りりりヘ1 九ざλ不..，I，~期期;照関防閉r涛?寒毅添滋主込主川W一J

世界ト ツフプρ レべルのすぱらしい スケ一夕一が 4. 入場料金 (市体育協会では、 S及びA席券

所属 する PRINCEICE WORLDチームを招き、 のみ取扱いますJ
r'92アイスシ ョー青森公演」が次のとおり開催

され ます。なお、市体育協会では、チケットを

取り扱っており ますのでご利用下さい。

1 .開催期日 平 成 4年 12月26日ω-27日(円)

2. 開催場所 青 森県営スケート喝

3 .日 平霊

分区

内線248番 )

5 . 前 売 券 取 扱 先

市教育委員会社会教育課内

市 体 育協 会事務局 (ft35-2111

「
目
ざ
ま
し
い

工
業
開
発
」

五
所
Jlf 
j京
第

高
等
学
ヰ交

隼戸

白

JII 

凶
五
所
川
原
青
年
会
議
所
(天
内
義
秋
理
事
長
)主
催
の

「リ

ス
ト
ラ

l
G一一
十

一
」
(
五
所
川
原
を
再
び
活
力
あ
る
ま
ち
に
)

の
大
会
で
第
一
位
と
な
り
、
み
ご
と
、

・台
湾
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

を
手
に
し
た
、
五
所
川
原
第

一
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
が
、無
事
、

台
湾
研
修
の
旅
を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
を
、
五

回

(五
人
)
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

今
回
の
台
湾
研
修
旅
行
で
最

も
興
味
を
引
い
た
の
は
台
湾
の

政
策
に

つ
い
て
で
す
。
台
湾
で

は
い
ま
工
業
政
策
に

一
番
カ
を

入
れ
て
い
ま
す
。
僕
達
の
行
っ

た
新
竹
市
で
も
市
を
化
学
文
化

城
に
す
る
と
い
う
計
画
が
あ
り

ま
し
た
。
読
ん
で
字
の
ご
と
く

化
学
工
業
を
発
展
さ
せ
、
文
化

も
大
切
に
し
て
行
く
計
画
で
す
。

そ
の
た
め
に
三
つ
の
大
学
や
数

多
く
の
会
社
、
工
場
な
ど
を
含

ん
で
い
る
「
Z
O
N
-
S
A
N
-

P
A
R
K
L
計
画
を
進
行
中
で

僕
達
も
そ
の
中
の

一
つ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
工
場
を
見
学
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
日
本
の
コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
も
使
っ
て
研

究
、
開
発
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
街
に
も
車
が
と
て
も
多

く
日
本
に
比
べ
て
バ
イ
ク
(
ス

ク
ー
タ
ー
)
が
多
い
の
に
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
後
で
聞
い
て

見
る
と
車
や
バ
イ
ク
を
買
う
に

は
と
て
も
重
い
税
金
が
か
か
り

一
台
買
う
の
に
二
台
分
の
費
用

が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
重
い
税
金
は

ほ
と
ん
ど
全
部
工
業
開
発
関
係

に
割
り
当
て
ら
れ
、

驚
い
た
こ

と
に
は
こ
れ
だ
け
重
い
税
金
を

払
っ
て
も
日
本
の
よ
う
に
老
後

の
福
祉
と
な
っ
て
返
っ
て
く
る

こ
と
は
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ

ら
は
台
湾
の
与
党
に
当
た
る
国

民
党
の
政
策
で
工
業
を
基
盤
に

世
界
に
認
め
て
も
ら
う
と
い
う

考
え
で
す
。
し
か
し
こ
れ
で
は

国
民
の
生
活
が
若
し
く
な
る
の

で
も
っ
と
生
活
に
ゆ
と
り
を
持

た
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が

野
党
に
当
た
る
民
主
進
歩
党
で

す
。
野
党
は
全
部
で
六
卜
七
あ

り
、
国
民
党
と
民
主
進
歩
党
は

台
湾
の
二
大
政
党
で
す
。
こ
れ

ら
の
政
策
は
本
当
に
両
極
端
な

考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
両
方

の
考
え
方
が
調
和
で
き
な
い
の

は
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。
ど
の
政
策
が
国
民
の
た

め
に
な
る
か
答
え
の
出
る
の
は

こ
れ
か
ら
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
国
民
党
の
政
策
は
こ
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
手
に

と
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
し
た
。

台
湾
の
工
業
は
こ
れ
か
ら
ど

ん
ど
ん
進
歩
し
て
世
界
に
追
い

つ
い
て
行
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

し
て
台
湾
は
多
く
の
問
題
が
あ

る
複
雑
な
状
況
の
中
で
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
発
展
し
て
行
く

国
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
は
本
当
に
勉
強

に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
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どうしようノ “一。 
交通事故にあつたら 

まず県交通事故相談所ノ＼ 

弁護士・専門相談員が、無料で相談に応じます。 

相談は、土曜日、日曜日、休日を除き毎日 9時

から16時まで。 

おいでになれない方は電話をください。 

●本 所 

青森市新町2-3-1 県庁別館 

電話（0177) 22-1111内線5440- 5441 
●弘前支所 

弘前市蔵主町4 県合同庁舎 

（中央高校向かい） 

電話（0172) 36-8721 

『私の街あなたの街』 
くらべてみよう全国の物価 
平成 4 年n月 全国物価統計調査が実施されますー 

総務庁統計局では、国や都道府県、市

町村におけるl吻価対策をはじめ各種行政

施策の基礎資料等を得るため、10月下旬 

11月30日にかけて『全国物価統計調査』を

実施します。 

この調査は約20万の小売店舗。 サービ

ス事業所を対象に主な商品の販売価格や

サービスQ川斗金等を調べるものです。 調

査員が訪問した際には、 この調査の趣旨

を理解され、 ご協力くださるようお願い

します。 

雇用保険“さわやか受給”推進期間 

平成4年11月～5年 1 月 

雇用保険受給者の皆様へ 

⑥失業給付とは⑥ 

失業を余儀なくされた方の生活の安定を図り、安 

心して仕事を探すことに専念していただき、早期就 

就を目的としている制度です。 

⑥受給要件は⑥ 

0現在失業している方で、積極的に仕事を探してお 

り、いつでも働ける状態にあることが必要です。 

0就職する意思や能力が欠けている場合は、受けら 

れません。 

次のような場合は必ず申告しましょう 

★就職したとき（就職した年月日は正確に） 

★就労・手伝いをしたとき（収入がなくても） 

★自分で仕事を始めたとき ★内職収入のあったとき 

く不正受給は必ず発見されます〉 

青森県雇用保険課・公共職業安定所 

在宅介護教室 
市福祉事務所 

現在、家庭で寝たきりの老人の介護をされて 

いる人や、寝たきり老人などを介護するために 

家庭介護技術の習得を必要とされる人達を対象 

に、在宅介護教室を開催いたします。 

D期 日 12月10日～11日 （ 2 日間） 

12月17日～18日 （ 2 日間） 

レ場 所 特別養護老人ホーム青山荘（金山） 

レ受講料 無料 

レ講習内容 ①日常の介護知識 

（②）リハビリテーションの知識 

③介護者の心構え 

レ申し込み締切 12月 4 日 （先着40人で深帝切） 

お申し込みや詳しいことは、市福ネ止事務所 

（又は、青山荘（35-5225) 

鰯露健寡編 
D資 格 平成 5 年 4 月1日現在15歳以上17歳未満

の中学卒業（又は見込み）の男子 

D受付期間 平成 4 年11月 2 日～平成 5 年1月 4 日

レ試 験・1次 平成 5 年1月 5 日 

・2 次 平成 5 年1月17日～22日の間の指 

定する 1日 

）場 所 弘前市民会館（津軽地区） 

レ将来の処過・終了後、 3 曹に任命（ 4 年の教育修了後） 

・3 曹昇任後 4 年以上で幹部候補生の受験

資格有り 

・衣食住 無料 

・初任給 135,900円 

・賞与年 5.45月分支給 

レそ の 他 年間を通じて 2 等陸、海、空士（男子） 

の募集を行っています。 

※詳しくは、自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務

所”35-2013又は市役所市民課（内線262）へお問い

合わせください。 

考えよう女性の生き方、 
話そう子育てのこと 

-17回学習と親睦のつどい― 
レ演題 「子・育てと女‘性の生き方」 

レ講師 桜庭恵美子氏 

レ日時 平成 4 年11月23日（月） 9: 00-14: 00 
レ場所 五所川原市中央公民館 

D会費 1 ,000円（昼食代含む）、非会員1,200円 

レ申込メ切 11月10日伏）参加費を添えて最寄り 

の児童館まで。 

レ主催 五所川原市社会福祖二協議会 

五所川原市児童館連合会 

レ後援 五所川原市福祖二事務所 
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E私の街あなたの街』
く o~父てみよう全国の物価

一平成4年11月全国物価統計調査が実施されます ー

総務庁統計局では、国や都道府県、市

町村における物価対策をはじめ各種行政

施策の基礎資料等を得るため、 10月下旬

11月30日にかけて「全国物価統計調査』を

実施します。

この調査は約20万 の小売庖舗。 サービ

ス事業所を対象に主な商品の販売 価格や

サーピスの料金等を調べるものです。調

査員が訪問した際に は、 この調査の趣旨

を理解され、ご協力 くださるようお願い

します。

「雇用保険“さわやか受給"推進期間「
」一一平成4年11月.....5年1月 一一J

雇 用保険受給者の皆様へ

⑨失業給付とは⑨

失業を余儀なくされた方の生活の安定を図り、安

心して仕事を探すことに専念していただき、早期就

就を目的としている制度です。

⑨受給要件は⑨

0現在失業している方で、 積極的に仕事を探してお

り、いつでも働ける状態にあることが必要です。

0就職する意思や能力が欠けてい る場合は、受け ら

れません。

次のような場合は必ず申告しましょう

合就職したとき(就職した年月日 は正確に)

女就労 ・手伝いをしたとき(収入がなくても)

脅自分で仕事を始めたとき 女内職収入のあ ったとき

く不正受給は必ず発見されます>

青森県雇用保険諜 ・公共職業安定所

在宅 介 護教室
市福祉事務所

現在、家庭で寝たきりの老人の介護をされて

いる人や、寝たきり老人などを介護するために

家庭介護 技術の習得を必要とされる人達を対象

に、在宅介護教室を開催いたします。

[>期日 12月10日-11日(2日間)

12月17日-18日 ( 2日間)

[>場所 持別養護老人ホーム青山荘(金山)

[>受講料 無料

[>講習内容 ①日常の介護知識

②リハビ リテー ションの知識

③介誰者の心構え

[>申し込み締切 12月 4日(先--i"f40人 で締切)

お申 し込みや詳しいことは、市福祉事務所

(又は、青山荘 (35-5225)
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自白隠邑0@
b資 格平成 5年 4月 1日現在15歳以上17歳未満

の中学卒業(又は見込み)の男子

t>受付期間 平成 4年11月 2日~平成 5年 1月 4日

t>試 験・ 1次 平成 5年 1月 5日

• 2次 平成 5年 1月17日-22日の聞の指

定する 1日

t>場 所 弘前市民会館(津軽地区)

t>将来の処遇・終了後、 3曹に任命(4年の教育修了後)

• 3曹昇任後 4年以上で幹部候補生の受験

資格有り

・衣食住無料

・初任給 135，900円

・賞与年 5.45月分支給

t>そ の他 年聞を通じて 2等陸、海、空士(男子)

の募集を行っています。

※詳しくは、自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務

所ft35-2013文は市役所市民課(内線262)へお問い

合わせください。

考えよう女性の生き方、
話そう子育てのこと

-17回学習と親睦のつどい一

[>演題 「子育てと女性の生き方」

[>講師 桜庭恵美子氏

[>日 時 平成 4年11月23日(月)9 : 00-14 : 00 

b場所 五所川 原 市 中 央 公 民 館

[>会費 1，000円(昼食代含む)、非会員1，200円
じ〉 申込 〆切 11月10日伏)参加費を添えて最寄り

の児童館までo

b主催 五所川 原市社会福祉協議会

五所川 原市児童館連合会

じ〉後援 五所川原市福祉事務所

どうしよう/

交通事故にあったら

ます県交通事故相談所へ

弁護士・専門相談員が、無料で相談に応じます。

相談は、土曜日、日曜日、休日を除き毎日 9時

から16時まで。

おいでになれない方は電話をください。

-本所

青森市新聞J2-3-1県庁別館

電話(0177)22-1111内線5440-5441

・弘前支所

弘前市蔵主回14県合同庁舎

(中央高校向かい)

電話(0172)36-8721



第27回低学年例会 

五所川原おやこ劇場 

第26回高学年例会 

ン日時 11月27日（金） 午後 6時30分開演

レ会場 五所川原市中央公民館 

レ公演内容 （相落語協会による「子ども寄席」 

〇 太鼓が「ドントコ

イ、 ドントコイ」 と

鳴って寄席が開く。 

小学生からおとし

よりまで、幅広く楽

しめます。 

レ日時 12月 7 日（月） 午後 6時30分開演 

レ会場・五所川原市民文化会館 

レ公演内容 影絵劇団かかし座による 

「黄金のかもしか」 

毎月1人800円の会費で生の舞台が楽しめます。 

I間い合わせ 五所川原おや子劇場（本町50 

-4 東奥日報 4 F ft34-2170) 

川村産婦人科・医院 

斎藤産婦人科医院 

吉田産婦人科医院 

森 田 診 療 所 

子宮がん 乳がん 

五所川原市国民健康保険加入者 

70歳以上の方 

生活保護世帯→福祉事務所より証明書が必要 

市民税非課税世帯→税務課より証明書が必要 

上記以外の方 

無 料 
ク 

ク 

ク 

1,000円 

400円
無 料 

ク 

ク 

400円 

レ市指定医療機関 

~マメ知議~ 
、 

子宮がんで亡くなった人は検診 
ノ子宮 の成果もあって減少していますが、 

乳がんは急激に増えています。 

肩 定期的に検診を受けて早期発見、 

早期治療につとめましょう。 
加 葛 	40 45 駒 “ 60 」元 
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市民のみなさん 

「犯罪捜査」にご協力をお願いします 
―五所川原警察署 

レ犯罪について、知っていることや、おかしい 

な、と思ったことは、積極的に通報を。 

不審な人や、不審な車、犯人にイ以ているな、 

と思ったとき。 

レ聞き込み捜査にご協力を。 

どんな、 ささいなことでもいいです。 あなた 

の一言が事併ニを解決する、 カキ、となります。 

レ被害にあった時は、必ず届出を。 

届け出が無いことは、犯人の、第 2、第 3 の 

犯行を助けることになります。 

レ事件かな、と思ったら直ぐ110番を。 

通報は、早ければ早いほど、被害者を無事救 

． 出できます。 

レ指名手配犯人の情報を。 

「どこかイ」lにーいる」 と思ったら、 どんな小さ 

なことでもご一報下さい。 

―みんなで協力して、犯罪の無い明るいまち 

‘こ 
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子宮がん陰訟乳が4検診どちらも病院で受けられます×(3O:t-) 
レ文f 象 者 	 レ料 金 

市に住民票を有する30歳以上の女性。 

レ実施期問 	 五所川原市国l 
年度内（ 4 月1 日～翌年 3 月31日） に 1回受 	70歳以上の方 

診できます。 今年度の集団検診を受けた方は受 

診できません。 

ン申し込み受付 

市の指定する産婦人科の窓口に直接申し込み、 

同時に受診してください。 

なお、子宮がん、乳がんのいずれか単独でも 

受診できます。 

レ持参するもの 

1建康保険証、健康手帳（持っている方） 

レ間い合わせ 

保健環境課（内線268) 
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;五所川原おやこ劇場 ;

I第26回高学年例会 I
1 [>日時 11月27日幽午後 6時30分間演 j 
1 [>会 場 五 所川原市中央公民館

1 [>公演内容 (紛落語協会による「子ども寄席」

1 0 太鼓が「ド ン

1 f¥ GT/Lぷ¥
¥)... '--'/ 円、、グ 鳴 って寄席が聞 く

1diZ戸 小学生カ らおとし
F ヅ\'iY~ s /  よ りまで、幅広 く楽

しめます。

[第27回低学年例会

[>日時 12月 7日(月) 午後 6時30分間演

[>会 場 ー五所川原市民文化会館

[>公演内容 影絵劇団かかし座に よる

「黄金のかもしか」

毎月 1人800円の会費で生の舞台が楽しめますo

d問い合わせ 五所川原おや子劇場 (本町50

4東奥 日報 4F ft34-2170) 

市民のみなさん

「犯罪捜査J~こご協力をお願いします
一五所川原警察署-

b犯罪について、知っている ことや、おかしい

な 、と思ったことは、積極的に通報を。

不審な人や、不審な車、犯人に似ているな、

と思ったとき 。

[>聞き込み捜査にご協力を。

どんな、ささいなことでもいいです。 あなた

の一 言が事件を解決する、カギとなりますo

b被害にあった時は、必ず届出を。

届け出が無いことは、犯人の、第 2、

ð~干子を H力けることになります。

[>事件かな、と思ったら直ぐ110番を。

通報は、早ければ早いほど、 被 害者を無事救

出できます。

[>指名手配犯人の情報を。

「どこか{以ている」と忠 ったら、

なことでもご一報下さい。

一一一みんなで協力して、犯罪の無い明るいまち

第 3の
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差宮がん検診・ 2しがん検診とちらも病院~受はらねま.~.... (号室長27 た)
[>料金

子宮 がん 手Lがん

五所川原市国民健康保険加入者 無料 400円
70歳以上の方 " 無料

生活保護世帯→福祉事務所より証明書が必要 " ~ 

市民税非課税世帯→税務課より証明舎が必要 " ~ 

上記以外の方 1，000円 400円

[>市指定医療機関

吉田産婦人科医院

森田診療所

川村産婦人科医院

斎藤産婦人科医院

年 rマメ知麓|
話 l 一一 子宮がんで亡くなった人は検診

( 恒 201" 〆子宮 の成果もあって減少していますが、
町A ..1 "". 
主主 時I " 乳がんは急激に増えています。

高Il~ l ，ul ~一 定期的に検診を受けて早期発見、

言“lJ一一一 一 早期治療につとめましょう。
型 S>l J5・0 絹 鈎 弱 伺 H元

[>対象者

市に住民票を有する30歳以上の女性。

[>実施期間

年度内(4月 1日~翌年 3月31日)に 1回受

診できます。今年度の集団検診を受 けた方は受

診できません。

[>申し込み受付

市の指定する産婦人科の窓口に直接申し込み、

同時に受診しでください。

なお、子宮がん、乳がんのいずれか単独でも

受診できます。

[>持参するもの

櫨康保険証、健康手帳

[>問い合わせ

保健環境課

(持ってい る方)

(内線 26 8) 

10 



「
  イ
 

ヒーコ「 	’ 

cー‘ 

」霜
 

一ー一ー一一一一ーーー一一一一ー一ー 一ー一ー一一一ー，  , 
生活講座 働く婦人の家 

ク I)スマスケーキ教室 

レ日時 12月 2 日困午前10時～正午 

12月 3 日困午後 6 時30分～ 8 時30分 

レ募集人員 どちらも16名 

お正月料理教室 

D日時 12月 7 日（月）午後 6時30分～ 8時30分 

12月 8 日因午前10時～正午 

＞募集人員 どちらも20名 

0対象の方 市内に住所または勤務先を有する婦人 

〇締切 日 先着順で定員になり次第締切ります。 

〇受講料 無料（材料費は各自負担願います） 

0申し込み及び間い合わせ 

新町働く婦人の家（廿35-8898) 
' 」

 

司 	7、H  一  l 
、  市役所公35ユ111 ノ 

愛の献血 

期 日 時 	間 場 	所 

12月 4 日 

（金） 

午前10時から
正午まで 

末広町 
五所川原保健所前 

午後1時から

午後 4 時まで 

上平井町 

NTT五所川原支店前 

くうす味料理講習会〉 

正月料理 
Nテーマ バランス食と減塩について学び、成 

人病を防ごう／ 

N日 程 

開催月日 対象地区 開 催 場 所 締め切り 

12月 2 日困 飯 詰 コミュニテイセンター飯詰 11月27日圏 

12月 3 日困 若山、戸沢 若 山 公 民 館 11月27日囲 

12月 4 日国 高 野 高野文化センタ― 11月30日（月） 

12月 9 日困 長 橋 コミュニテイセンタ一長橋 12月 4 日圏 

レ献 立 〇人参キウイの白あえ 〇錦卵 

0りんご寒天 

レ時 間 午前 9 時30分～午後1時 

レ半斗 金 無料 

レ持参する物 ェフ叱コン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小ビンなどに入れて）、健康手帳、食 

事しらべ用紙（地区の保健協力員からもらっ 

てください） 

レ申し込み先 地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙がありますJ 地区外の方でも参加て冬 

きます。 

市税は納期内に納めましょう 

●市県民税… 	第4期 

●国民健康保険税…第6期 

納期は12月28日です。 

11 

12月の保健センター相談日 
12月 4 日、11日、18日、25日てネす。（毎週金曜日）。 

ン時 間 午前10時から午後 3 時まて各 

N内 容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相

談に応5じますので、赤ちゃんからお年寄りま

でお気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
レ場 所 市保健センター 

レ受付時間 12: 30-12 : 45まてる 

レ持参するもの 母子イ建康手帳、バスタオル。 

3 歳児には個人通知いたします。 同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参

ください。 転入者の方、不明な点はご連絡く

ださい。 

※注意 （D6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査

セットを、母子イ建康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもちいにきてーください。(6 カ月、 7 カ

月児に限るJ 
②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さ

んはご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月 児 H
  

4
8
 

年
月
 
生
 

中
ふ
 

れ
  

12月 8 日因 健康診査 

6 カ 月児 H
  

4
5
 

年
月
 

ュ
よ
 

生
 
れ
 

 

12月15日因 健康相談 

1 	歳 児 
H3年 

11月生まれ 
12月21日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 H
  

3
6
 

年
月
 
生
 

士
小
 

れ
  

12月22日因 健康診査 

3 歳 児 H
  
元

7
 

年
月
 

＋
よ
 

れ
 

生
  

12月17日困 健康診査 

4" 

	- 

• 

市 役所宮35-2官官官

期 日 日寺 間 ;l:jJ; 所

午前10時から 末広町

12月4日 正午まで 五所 川 原保健所前

(金) 午後 1時から 上平井町

午後 4時まで NTT五所川原支庖前

点るす味料理講習会》

亜局純理
じ〉テーマ バランス食と減塩について学び、成

人病を防ご う/

t>日 平呈

開{在月日 対象地区 開催場所 締め切り

12月2日(桝 飯 3吉 コミュニティセンター飯詰 11月27日働

12月3日(ヰ) 若山、戸沢 若山公民館 11月27日(剣

12月4日幽 高野 高野文化センター 11月30日(月)

12月9日附 長崎 コミュニティセンター長橋 12月4日(剣

じ〉献立 0人参キウイの白あえ 0錦 卵

0 りんご寒天

b時間 午前 9時 30分~午後 1時

t>料金無料

t>持参する物 エプロン、筆記用具、ごはん、

みそ汁(小ピンなどに入れて)、健康手l降、食

事しらべ用紙(地 区の保健協力員からもらっ

てください)

じ〉 申し込み先 地区の保健協力員へ(参加申し

込み用紙があります。)地区外の方でも参加で

きます。
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市税は納期内に納めましょう

・市県民税.. .・ H ・..第4期

・国民健康保険税…第6期

納期は12月28日で‘す。

12月の保健センター相談日
12月 4日、 11日、 18日、 25日です。(毎週金曜日)0

b時間 午前10時から午後 3時まで

t>内 容血圧測定、尿検査等を含 め た 健 康 相

談に応じますので、赤ちゃんからお年寄りま

で お 気 軽 に ご利用ください。

乳幼児の健康診査
じ〉場所市保健セ ンタ ー

仁〉受付時間 12 : 30-12: 45ま で

t>持参するもの 母子健康手帳、パスタオル。

3歳児には個人通知いたします。同封のアン

ケートに記入して、尿を小ピンに入れて持参

ください。転入者の方、不明な点はご連絡く

ださい。

※注意 ① 6ヵ月健康相談につごうで来れなか

っ た場 合は 、 神 経 芽 細 胞 腫 ( 小 児 が ん)の検査

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもちいにきてください。 (6カ月、 7カ

月児に限る。)

②病気療養中(特に伝染性の病気)のお子さ

ん はごi玄I惹ください。

月 齢 対 象 児 期 日 内容 |

3ヵ 月 児
H4年

12月8日伏) 健康診査
8月生まれ

6ヵ月児
H4年 12月15日伏) 健康相談 i5月生まれ

l 歳 児
H 3年

12月21日(月)
11月生まれ

l歳6ヵ月児
H 3年

12月22日例 健康診査
6月生まれ

3 歳 児
H元年

12月17日(木) 健康診査7丹生まれ

:-・・喧曲一ーを壬:=--~-::II 

-.:~ゐ官JA 働く婦人の家

|クリスマスケーキ教室|

b日時 12月2日休)午前10時~正午

12月3日同午後6時30分-8時30分

b募集人員 どちらも16名

|お正月料理教室l
b日時 12月7日(月)午後6時30分-8時30分

12月8日(火)午前10時~正午

b募集人員 どちらも20名

0対象の方 市内に住所または勤務先を有する婦人

0締切目 先訂版で定員になり次第締切ります。

0受講料 無料(材料費は各自負担願います) ; 

0申し込み及び問い合わせ

新田I働く婦人の家 (ft35-8898) 

------.・一--_--_--_._---------------------・----ー・ー・ _-_・・・・・・・・・・・_-_・+



立派な野菜が並びました 

今は、ものを大切にするとき 

みんなで「ベルマーク」を集めましよう！ 

ベルマーク運動は、地域の学校の教育設備の充実に

お手伝いしたり、心身障害のおともだちに愛の手をさ

しのべなど、素晴ぢしいポ’ランティア運動です。 

市内のPTAのお母さん達が、がんばっています。 

お母さん達を応援するため、市役所にも、ベルマーク

を集める袋を備えつけました。 

日用品（例えば、石けん、歯みがき、フィルム、ラ 

ーメン、のり…他）の箱や袋にベルマークがついてい

たら、 1点でも 2点でも、ご協力をお願いします。 

備えつけてある場所は、総合サービス課窓口です。 

~ 

博 

①マークは、大小いろいろ

②切つたら、学校、又は市

役所ノ＼ 

。
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今は、ものを大切にするとき

「ベルマーク」を集めましょう/みんなで

⑧ 
E罰
⑧ 

大小いろいろ

学校、又は市

①マークは、

②切ったら、

役所へ

一フ

ベルマーク運動は、地域の学校の教育設備の充実に

お手伝いしたり、心身障害のおともだちに愛の手をさ

しのべなど、素晴らしいボランティア運動です。

市内の PTAのお母さん逮が、がんばっています。

お母さん達を応援するため、市役所にも、ベルマーク

を集める袋を備えつけました。

日用品(例えば、石けん、歯みがき、フィルム、

ーメン、のり ・ー他)の箱や袋にベルマークがついてい

たら、 1点でも 2点でも、ごta力をお願いします。

備えつけてある場所は、総合サービス諜窓口です。
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